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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 街路事業（バイパス整備） 

地 区 名 知多都市計画道路 ３・４・１４号荒尾大府線（加家工区） 

事業箇所 東海市荒尾町地内 

事業のあ

らまし 

都市計画道路荒尾大府線は、東海市荒尾町の西知多産業道路から大府市長根町の都市計画道路

名古屋刈谷線まで知多半島北部を東西に横断する幹線道路である。 

東海市内においては、荒尾町地内の名鉄常滑線を越える区間が未整備区間となっており、当地

域から主要な道路交通結節点である東海インターへのアクセス道路となる西知多産業道路荒尾イ

ンターへの接続利便性を飛躍的に向上させるため当該区間の整備が必要である。 

また、名鉄常滑線の西側は東海中新田区画整理事業により整備され、東側では東海荒尾第二特

定土地区画整理事業により市街地整備が現在進められているところであるが、市街地整備の効果

を高めるためにも両地区をつなぐ道路の一体的な整備が必要である。 

そのため、本事業により西知多産業道路に接続し、東海インターへのアクセス性の向上を図る

とともに、両地区をつなぐことで魅力ある市街地の形成に寄与するものである。        

事業目標 

【達成（主要）目標】 

■広域交通性の向上 

■魅力ある市街地の形成 

【副次目標】 

 － 

事 業 費 
事業費 内訳 

１６．７億円 □工事費１１．１億円、□用補費４．９億円、□その他０．７億円 

事業期間 採択年度 平成８年度 着工年度 平成８年度 完成年度 平成２１年度

事業内容 
道路新設 

（Ｌ＝３２９ｍ、Ｗ＝１８ｍ、車線数２） 
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1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

■広域交通性の向上 

 ・当該区間の整備により信号の多い市街地を通過する事なく西知多産業道路荒尾インタ

ーを経由して、主要な道路交通結節点である東海インターにアクセスできるようにな

った。 

 ■魅力ある市街地の形成 

・整備前は、東西を連絡する道路がなかった両地区に新たに道路を整備したことにより

つながりができ、周辺地区が一体的に発展した。 

・沿線企業へのアンケートにおいて、「通勤時間が短縮された」など便利になったとの回

答が約７割あった。また、回答者の約３割が事業区間を利用して買い物に行っており、

「荒尾町内のショッピングセンターを利用しやすくなった」など、そのすべての利用

者が便利になったと回答していることから、整備により域内交通の利便性が向上した

と言える。 

【達成状況に対する評価】 

   当該事業区間の整備により、主要な道路交通結節点である東海インターへのアクセス

性が向上した。また、東西の地区につながりができたことで魅力ある市街地の形成に寄

与していることから事業目標は十分に達成している。 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 － 

【達成状況に対する評価】 

 － 

（別紙３）
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